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今
年
度
、
短
大
が
力
を
入
れ
て
い
る
事

業
の
ひ
と
つ
が
地
域
連
携
事
業
で
あ
り
、

そ
の
中
心
と
な
る
の
が
公
開
講
座
で
す
。

卒
業
生
の
皆
さ
ま
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
、
講
座
数
を
増
や
し
、
受
講

対
象
を
ひ
ろ
げ
て
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。

2
0
2
3
年
度
よ
り
３
回
連
続
で
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
が
、今
年
に
つ
き
ま
し
て
は
、

公
開
講
座
を
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

も
兼
ね
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
捉

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
11
月
以
降
も
い
く
つ
か
の

講
座
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

（「
短
大
か
ら
の
お
知
ら
せ
」

参
照
）。い
つ
で
も
、何
回
で
も
、

母
校
に
お
出
か
け
い
た
だ
き
た

い
と
願
って
お
り
ま
す
。

　
将
来
的
に
短
大
は
、
小
さ

い
お
子
さ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で

を
対
象
に
す
る
、
ア
メ
リ
カ
の

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
の
よ
う

な
役
割
も
果
た
し
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
特
に
本
学
は
、
職
業
選

択
を
含
む
人
生
設
計
に
つ
い
て

考
え
る
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学

科
と
、
地
域
の
就
学
前
教
育
に
携
わ
る
保

育
者
養
成
を
行
う
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
子
ど
も
学

科
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
幅
広
い
年
代
の
方

を
対
象
と
す
る
公
開
講
座
の
開
催
は
、
本

学
の
特
性
を
活
か
し
た
改
革
の一環
で
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
在
学
中
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
に

ど
の
く
ら
い
参
加
さ
れ
ま
し

た
か
。
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
は
、

昨
年
度
か
ら
新
木
造
校
舎
２

階
の
多
目
的
講
堂
に
移
動
し

て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
晴

れ
た
日
に
は
、
ま
る
で
木
漏

れ
日
の
よ
う
な
光
が
差
し
込

む
講
堂
内
で
、
オ
ル
ガ
ン
の

音
色
や
賛
美
歌
の
歌
声
に
包

ま
れ
、
学
生
と
教
職
員
が
心

癒
や
さ
れ
る
ひ
と
時
と
な
っ
て

い
ま
す
。「
学
生
チ
ャ
ペ
ル
」

の
日
に
は
、
奏
楽
・
司
会
を

学
生
が
担
当
す
る
だ
け
で
な

く
、「
奨
励
」
と
呼
ば
れ
る
お

話
も
学
生
が
自
ら
の
体
験
に
つ
い
て
語
って

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
卒
業
生
が
登
場
す

る
「
よ
う
こ
そ
先
輩
チ
ャ
ペ
ル
」
も
始
ま

り
ま
し
た
。
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
は
、
聖
書
に

つ
い
て
学
ぶ
時
間
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

今
で
は
参
加
す
る
皆
が
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長

を
喜
び
合
い
学
び
合
う
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
英
語
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育
の一環
と
し

て
続
け
ら
れ
て
い
る
「
E
n
g
l
i
s
h

チ
ャ
ペ
ル
」、
映
画
鑑
賞
や
お
話
を
通
じ
て

命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
ぶ

「
い
の
ち
の
チ
ャ
ペ
ル
」
も
行

わ
れ
て
お
り
、
授
業
以
外
の

多
様
な
学
び
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
で
の
学

び
の
内
容
は
、
短
大
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
発
信
さ
れ
て
い
ま

す
。
地
域
の
皆
さ
ま
に
参

加
の
お
誘
い
を
し
て
い
る
回

に
は
、
皆
さ
ん
も
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
学
校
よ
り

チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
へ
の
協
力
の

お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
引
き

受
け
く
だ
さ
い
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
冒
頭
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
開
催

し
な
い
、
と
書
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
同

窓
会
本
部
が
襄
祭
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
、
と
て

も
楽
し
み
で
す
。
12
月
5
日
㈯
、
多
く
の

卒
業
生
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

番
外
編

新
短
の
イ
マ

学
長 

髙
山 

有
紀

懐
か
し
い
母
校
に

　  

お
出
か
け
く
だ
さ
い

学生チャペル　学生チャペルでの様子

前田先生による「名作映画にみられる英語表現」

熊本地震チャリティーコンサート ： 約60名の方々に参加をいただきました
このチャリティーコンサートにて寄せられた義援金を日本赤十字社群馬県支部へお届けしました

公
開
講
座
へ
の
お
誘
い

チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
の
進
化
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◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
子
ど
も
学
科 

准
教
授

櫻
本 

和
也 
先
生

　
４
月
か
ら
着
任
い
た
し
ま
し
た
櫻
本
和

也（
さ
く
ら
も
と 

か
ず
や
）と
申
し
ま
す
。

　
甲
子
園
を
目
指
し
て
野
球
に
打
ち
込
ん

だ
青
春
時
代
、夢
破
れ
た
18
歳
の
心
を
わ

し
づ
か
み
に
し
た「
心
理
学
」は
、四
半
世

紀
が
経
過
し
た
今
も
な
お
、そ
の
手
を
離

し
ま
せ
ん
。本
学
で
は
心
理
学
領
域
を
は

じ
め
、人
間
関
係
な
ど
の
科
目
を
担
当
い

た
し
ま
す
が
、将
来
の
夢
や
目
標
な
ど
、つ

か
み
ど
こ
ろ
の
な
さ
に
焦
り
が
募
る
学
生

時
代
に
、自
分
と
向
き
合
う
学
び
が
も
た

ら
す
意
義
は
小
さ
な
も
の
で
は
な
い
と
確

信
し
て
い
ま
す
。ま
た
、私
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
根
底
か
ら
覆
し
、等
身
大
の
自
己

と
の
対
峙
を
渇
望
さ
せ
た
背
景
に
は
、自

ら
の
生
き
様
を
指
針
と
し
て
示
す
教
員
と

の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。勉
強
の
た
め
の

勉
強（
知
識
）に
摩
耗
す
る
こ
と
な
く
、自

分
の
た
め
の
学
び（
智
慧
）へ
の
転
換
を
も

た
ら
す
べ
く
、今
度
は
私
自
身
の
生
き
様
を

モ
デ
ル
に
学
生
固
有
の
体
験
を
ひ
も
解
き

ま
す
。様
々
な
想
い
を
抱
き「
に
い
た
ん
」に

集
っ
た
学
生
と
と
も
に
、「
あ
の
時
が
あ
る

か
ら
こ
そ
今
が
あ
る
」と
過
去
と
現
在
、そ

し
て
未
来
を
大
い
に
語
り・語
ら
れ
る
存
在

と
し
て「
人
、一人
の
成
長
」に
寄
与
す
る
所

存
で
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

◎
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科

　
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
専
攻 

専
任
講
師

宮
園 

啓
介 

先
生

　
４
月
か
ら
専
任
講
師
と
し
て
着
任
し
ま

し
た
宮
園
啓
介（
み
や
ぞ
の 

け
い
す
け
）と

申
し
ま
す
。

　

専
門
は
、ミ
ク
ロ
経
済
学
の
知
見
を
活

用
し
た
経
済
政
策
で
、特
に
教
育・文
化
政

策
分
野
の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。他
方
、

教
育
歴
と
し
て
は
、公
務
員
試
験
の
経
済

学
指
導
と
し
て
長
野
大
学
等
で
は
マ
ク
ロ

経
済
学・財
政
学
も
担
当
し
て
き
ま
し
た

の
で
、本
学
に
お
い
て
も
経
済
学
全
般（「
マ

ク
ロ
経
済
学
」「
ミ
ク
ロ
経
済
学
」「
経
済

政
策
論
」「
日
本
経
済
論
」）を
担
当
い
た

し
ま
す
。 

　

ま
た
、経
済
学
で
は
数
学
を
用
い
る
こ

と
が
多
い
た
め「
数
的
リ
テ
ラ
シ
ー
」と
い

う
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
必
須
科
目

も
担
当
し
ま
す
。さ
ら
に
、経
済
学
で
は
デ

ー
タ
に
基
づ
く
実
証
を
重
ん
じ
る
傾
向
が

強
い
た
め
、本
学
の「
I
T
デ
ー
タ
分
析
」

と
い
う
、両
学
科
の
学
生
が
統
計
学
を
ベ

ー
ス
に
デ
ー
タ
分
析
の
仕
方
を
身
に
つ
け

ら
れ
る
科
目
も
担
当
す
る
予
定
で
す
。 

　
ど
の
科
目
に
お
い
て
も
、単
に
知
識
を
得

て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、得
た
知
見
を
具

体
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
指
導
を
し
て
参

り
ま
す
。そ
う
す
る
こ
と
で
、学
生
自
身
の

進
路
実
現
と
、進
路
先
で
の
活
躍
可
能
性

を
広
げ
ら
れ
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科 

専
任
講
師

久
保 

覚
司 

先
生

在
職
期
間　
2
0
2
5
年
4
月
1
日

〜
2
0
2
6
年
3
月
31
日

担
当
科
目　
「
情
報
処
理
」他

◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
子
ど
も
学
科 

特
任
教
授

成
田 

小
百
合 

先
生

在
職
期
間　
2
0
0
8
年
4
月
1
日

〜
2
0
2
6
年
3
月
31
日

担
当
科
目　
「
保
育
の
心
理
学
」他

◎
事
務
長
補
佐
　
中
島 

健
行 

さ
ん

在
職
期
間　
1
9
8
1
年
4
月
1
日

〜
2
0
2
5
年
5
月
31
日

◎
事
務
長
　
佐
俣 
幹
夫 
さ
ん

在
職
期
間　
1
9
8
3
年
4
月
1
日

〜
2
0
2
6
年
3
月
31
日

◎
進
路
支
援
課
職
員
　
菊
地 

み
ほ 

さ
ん

在
職
期
間　
2
0
2
5
年
3
月
1
日

〜
2
0
2
6
年
5
月
31
日

◎
名
誉
教
授
　
渡
邊 

淳
子 

先
生

在
職
期
間　
1
9
8
3
年
4
月
1
日

〜
2
0
2
4
年
3
月
31
日

　

渡
邊
淳

子
先
生
が

2
0
2
6

年
2
月
7

日
に
ご
逝
去

さ
れ
ま
し

た
。

　

開
学
の

年
よ
り
日

本
文
化
コ
ー

ス
で「
国
文

学
」・「
日
本
文
化
」な
ど
の
科
目
を
担
当

さ
れ
ま
し
た
。2
0
0
4
年
以
降
は
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
必
修
科
目「
文
章

理
解
の
基
礎
」、保
育・コ
ミ
ュニュ
テ
ィ
子

ど
も
学
科
の
必
修
科
目「
文
章
表
現
法
」

を
ご
担
当
に
な
ら
れ
た
の
で
、2
0
1
8

年
３
月
の
ご
退
職
ま
で
の
間
の
す
べて
の
卒

業
生
が
先
生
の
教
え
子
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。2
0
1
8
年
3
月
ご
退
職
後
も

非
常
勤
講
師
と
し
て
教
壇
に
立
た
れ
ま
し

た
。中
古
日
本
文
学
を
専
攻
さ
れ
、特
に

『
伊
勢
物
語
』の
ご
研
究
に
熱
心
に
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
。先
生
の
長
年
の
ご
尽
力
に

感
謝
し
、神
の
御
も
と
で
安
ら
か
に
お
過
ご

し
に
な
ら
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

よ
う
こ
そ

　
　

新
短
へ
！

　引っ越し、結婚等の理由により住所や氏名が変更にな
る場合は、必ず氏名（フリガナ）・新しい住所（郵便番号
も忘れずに）・電話番号・氏名変更の場合は旧姓を同窓
会事務局までご連絡ください。
　また宛名の住所・氏名に間違いがありましたら、お手数
ですが同窓会事務局までご連絡ください。

住所・氏名変更・宛名違いについて
大切なお知らせです。必ずお読みください!!

下記メールアドレス宛てに必要事項をご
入力のうえご送信ください。

ホームページ内にある専用のQRコードを
読み取り、必要事項を入力してください。

http://www.hanamizukifamily.net

mail hanamizuki@ns.niitan.jp

【連絡・問い合わせ先 同窓会事務局】
027‐326‐1155

ホーム
ページ

メール

電　話

同 窓 会 事 務 局 か ら の お 願 い

訃
　
報
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2
0
2
６
年

同
窓
会
定
期
総
会
実
施

2026年度 予算
期間▶2026（令和8）年4月1日～2027（令和9）年3月31日 期間▶2025（令和7）年4月1日～2026（令和8）年3月31日

2025年度 決算報告

※1 8月16日 4,850円、2月14日 4,651円 同窓会費納入口（8月16日 1,662円、2月14日 2,019円）
※2 2026年3月卒1名、2027年3月卒8名、2028年3月卒過年度生116名
※3 同窓会通帳残高 5,057,079円 同窓会費納入口 3,630,484円
※4 短大他 広告・協賛依頼のあったものに対する経費
※5 サーバー更新料 45,500円、ホームページ更新料 45,000円
※6 2026年3月末通帳残高  同窓会 4,863,945円、同窓会費納入口 3,494,165円

※7 2026年3月卒 118名
※8 2026年3月末通帳残高　
 同窓会 4,863,945円、会費納入口 3,494,165円
※9 【予算】ガソリン代高騰に伴い、増額
※10 同窓会報印刷含む
※11 Web発行に伴い、発送はなし
※12 短大他  広告・協賛依頼のあったものに対する費用
※13 表彰状作成、副賞
※14 襄祭お祝い金等
※15 サーバー更新料 45,500円、ホームページ更新料 45,000円
※16 振込手数料、役員名刺作成費
※17 2026年3月末通帳残高　
 同窓会 4,863,945円、会費納入口 3,494,165円

30,000

30,000

1,390,000

0

0

5,057,563

6,527,563

250,000

60,000

200,000

320,000

500,000

5,000

1,525,000

20,000

750,000

55,000

405,000 

200,000

150,000

8,777,563

2,250,000

0

0

収
入
の
部

支
出
の
部

事
業
費

そ
の
他

運
営
費

会議費

収入の部 合計

前年度繰越金（※3）

雑収入

預金利息（※1）

会費収入

2025年度
予算額【A】科　目 2025年度

決算額【B】 増減【A－B】 備　考

0 30,000

事務費 0 30,000

1,390,000 0

13,182 ▲13,182

0 0

0役員通信費 0 0

2,330,000前受金（※2） 1,250,000 1,080,000

8,687,563 ▲3,630,000

2024年9月卒1名
2025年3月卒138名

小　計 287,030 117,970

次年度繰越金（※6） 8,358,110 ▲1,830,547

同窓会報作成費 209,000 41,000

総会案内発送費 688,125 61,875

役員交通費 114,400 ▲54,400

小　計 255,160 64,840

文化活動費 146,170 353,830

小　計 1,050,445 474,555

役員通信費 140,760 59,240

Web発行に伴い、
発送はなし

ホームカミングデー
運営費

特別手当含む

総会案内
原稿作成費 7,150 12,850

雑　費

55,000 0会員データ
外部委託費

141,530 8,470 

ホームページ編集
関連費（※5） 90,500 109,500

2024年度請求漏れ
2,750円含む

11,340,745 ▲2,563,182

支出の部 合計 1,592,635 657,365

差引残高 1,390,000 ▲1,390,000

同窓会報発送費 0 0

広告費（※4） 0 5,000

期間▶2025（令和7）年4月1日～2026（令和8）年3月31日
2025年度 決算報告 同窓会費納入口

3,630,484
同窓会費納入口

2025年3月末 2026年3月末 差　額

3,494,165 136,319

0

0

1,390,000

13,182

0

8,687,563

194,430

9,748,110

209,000

688,125

114,400

255,160

146,170

1,143,045

140,760

7,150

55,000

48,930

90,500

11,340,745

1,592,635

0

収
入
の
部

支
出
の
部

事
業
費

そ
の
他

運
営
費

会議費

収入の部合計（a）

前年度繰越金（※8）

雑収入

預金利息

会費収入（※7）

2026年度
予算額【B】科　目 2025年度

決算額【A】 増減【A－B】

30,000 ▲30,000

事務費 30,000 ▲30,000

1,180,000 210,000

0 13,182

0 0

1,250,000前受金 0 1,250,000

8,358,110 329,453

収支差額（a）－（b） 7,198,110 2,550,000

8,358,110次年度繰越金（※17） 7,198,110 1,160,000

同窓会報作成費
（※10） 250,000 ▲41,000

役員交通費
（※9） 200,000 ▲85,600

役員通信費 150,000 ▲9,240

小　計 410,000 ▲154,840

文化活動費 350,000 ▲203,830

0広告費（※12） 5,000 ▲5,000

62,600花みずき賞
関連費（※13） 100,000 ▲37,400

30,000慶弔費（※14） 100,000 ▲70,000

小　計 1,575,000 ▲431,955

総会案内
原稿作成費 20,000 ▲12,850

総会案内発送費 750,000 ▲61,875

55,000 0会員データ
外部委託費

355,000 ▲160,570小　計

ホームページ編集
関連費（※15） 150,000 ▲59,500

雑費（※16） 150,000 ▲101,070

9,538,110 1,802,635

支出の部 合計（b） 2,340,000 ▲747,365

同窓会報発送費
（※11） 0 0

2026年
6月

新
幹
事
紹
介

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科
第
21
期
生
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
子
ど
も
学
科
第
19
期
生

よ
り
6
名
の
新
幹
事
を
お
迎
え
し
ま

し
た
。よ
り
良
い
短
大
、そ
し
て
同
窓

生
同
士
の
繋
が
り
を
継
続
す
る
為
に

両
学
科
の
代
表
と
し
て
活
躍
さ
れ
る

事
を
期
待
し
ま
す
。

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
子
ど
も
学
科
】

谷
内 

逢
羽
さ
ん

深
町 

実
李
さ
ん

小
出 

桃
花
さ
ん

井
出 

叶
羽
さ
ん

【
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科
】

白
﨑 

佑
依
さ
ん

町
田 

涼
花
さ
ん

　

同
窓
会
定
期
総
会
を
書
面
決
議
に
て

実
施
致
し
ま
し
た
。

　

同
窓
生
の
皆
様
に
は
6
月
1
日
㈪
〜

6
月
5
日
㈮
の
期
間
内
に
ご
回
答
を
い

た
だ
き
全
て
の
議
案
に
つ
き
ま
し
て
、承

認
、可
決
さ
れ
ま
し
た
。い
た
だ
い
た
ご

意
見
に
つ
き
ま
し
て
は
役
員
会
に
て
検
討

し
た
後
、来
年
度
以
降
の
活
動
に
取
り
入

れ
る
方
向
で
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
よ
り
良
い
同
窓
会
活
動
、後
輩
た
ち
が

充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、都

度
ご
意
見
や
ご
質
問
を
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。
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会報作成や襄祭への参加、同窓会独自の企画運営、
他大学との交流会など1年を通して活動をしています。
「新短が好き」、「新短のために何か活動したい」、
「在学中に出来なかった企画を考えてみたい」…

この思いだけで活動出来ます！
一緒にサポートしませんか？ 見学は自由です。

活動の様子、詳細は同窓会インスタグラムをご覧ください。
見学希望の方はホームページからお気軽にお問い合わせください。

同窓会役員募集のお知らせ

Instagram《花みずき～新島学園短期大学同窓会～》
https://www.instagram.com/niitan_dousoukai

Instagram

同窓会活動の様子は➡

新島学園短期大学同窓会ホームページお問い合わせ《花みずき》

https://hanamizukifamily.net/contact.html
Homepage

見学のお申し込みは➡

定期総会の開催

木造校舎お別れセレモニーへの出
席

こんにゃくを使った料理教室

オーケストラミニコンサート

襄祭にてバザーを企画
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これから（卒業年度別、学科別などの）同窓会やパーティーを計画し

ている幹事さん、レポートを「花みずき」に送ってください。事前に同

窓会事務局までお知らせくださったグループをバックアップします。

詳しくは事務局まで。

同窓生同士の交流に「                    」を活用しませんか?

『お店をはじめました』、

『生徒さんを募集しています』など、

お知らせやアピールのある同窓生の皆さん!

同窓会報「花みずき」を活用して宣伝しませんか?

また、『同窓生のあの方をご紹介したい!』など、

原稿の持ち込みもお待ちしております。

詳しくは事務局まで。

新島学園短期大学内 新島学園短期大学同窓会事務局 連絡先▶TEL.027（326）1155　mail hanamizuki@ns.niitan.jp

同窓会レポート募集!

年4回発行されている学報が閲覧可能となりました。

学内の様子や学生生活がリアルタイムで分かる内容となっております。

同窓生の皆さんへの配布は実施しておりませんので是非ともホームページからご覧ください。

バックナンバーも含め随時更新されます！

https://hanamizukifamily.net/gakuhou-backnumber.html

第63号
2023年4月10日発行

短大発行の学報が閲覧可能になりました

閲覧はこちらの
ページから!

第62号
2022年12月8日発行

第61号
2022年8月8日発行

第64号
2023年12月8日発行

第65号
2024年6月6日発行
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お問い合わせ先 ： 新島学園短期大学　〒370-0068　高崎市昭和町53番地　TEL 027-326-1155　FAX 027-324-1444
e-mail  tandai@ns.niitan.jp　　URL  https://www.niitan.jp/

Information from 
Niijima Gakuen Junior College短大からのお知らせ

（宗教主任　臂奈津恵 専任講師）

Ⅰ.キリスト教行事

期 間 2026年11月23日（月）～12月25日（金）
場 所 本館事務室前

❖公式クリスマス・カードデザインコンテスト応募作品展

日 時 2026年11月30日（月） 16：25～
場 所 グレースホール

❖クリスマスツリー点灯式

日 時 2026年12月21日（月） 16：30ごろ
場 所 新木造校舎多目的講堂

❖クリスマス・キャンドルライトサービス

日 時 2027年1月19日（火） 10：40～
場 所 新木造校舎多目的講堂

❖新島襄召天記念チャペル 奥田知志牧師（東八幡キリスト教会）

日 時 2027年1月22日（金） 12：30～
場 所 寒梅碑前

❖新島襄召天記念祈祷会・茶話会

SNSを通じて短大生活の日常を発信しています。ぜひご覧ください。
Ⅵ.SNS

Ⅳ.SANBIKAワークショップ2026
｢さやかに星はきらめき｣
有名なクリスマス・キャロル「O Holy Night」の日本語訳版「さやかに星は
きらめき」と「世界ではじめのクリスマス」（詞・曲/山内修一）について講話や
合唱をとおして賛美歌を楽しみます。参加者のうちご都合のつく方で、高崎
市民クリスマス[12/12（土）午後]やクリスマス･キャンドルライト･サービス
［12/21（月）夕方］（共に本学で開催）にて賛美をいただく予定です。
ご家族、ご友人お誘いあわせの上、ぜひご参加をお待ちしております。
日 時 2026年11月28日（土）・12月12日（土） 9：30～12：30
9：30～10：00【講話】 10：00～11：00【合唱】 （休憩＆交流会） 11：30～12：30【合唱】

講 師 臂奈津恵（本学キャリアデザイン学科専任講師／宗教主任／牧師）
澤田まゆみ（本学コミュニティ子ども学科学科長・教授／聖歌隊顧問／ピアニスト）
鷹野恵（本学コミュニティ子ども学科兼任講師／声楽家）

場 所 新島学園短期大学 新木造校舎（予定）
対 象 一般（中学生以上）、本学学生・卒業生・教職員

◎お申し込みはGoogleフォーム・メール・FAXで①氏名、②住所、③希望声種
（ソプラノ、アルト、テノール、バス）、④連絡先（電話番号またはメールアドレス）、
⑤参加日（11月28日、12月12日いずれかまたは両日）をお知らせください。

定 員 各40人
参加費 無料 持ち物 筆記用具

（地域連携センター）

フード
ビジネス
専攻

コミュニティ
子ども学科

キャリア
デザイン
学科

Ⅴ.新島学園短期大学 公開講座2026
（群馬県民カレッジ連携講座）

今年度11月以降の公開講座は下記の通りです。さまざまな講座を
用意しております。奮ってお申し込みください。

日 時 2026年11月29日（日） 午後（詳細はHP）

日 時 2027年2月13日（土） 9：30～10：40

絵本で見てみよう｢いのちの誕生｣
～生活の中で自然に伝え合ういのちの誕生とその素晴らしさ～

【あんなか再発見】新島 襄が見た景色を探しに行こう

講 師 鈴木まゆみ（本学コミュニティ子ども学科教授）
対 象 保護者・お子様 定 員 15人場 所 多目的室

講 師 臂 奈津恵（本学キャリアデザイン学科専任講師／宗教主任／牧師）
対 象 一般 定 員 25人場 所 安中市内

日 時 2027年2月13日（土） 11：00～12：00

自然素材でつくる｢冬の飾りづくり｣
～木や木の実で、世界にひとつだけの冬の飾りを表現しよう～

講 師 櫻井 剛（本学コミュニティ子ども学科教授）
対 象 保護者・お子様（主に幼児・小学校低学年の児童向け）
定 員 10人

日 時 2027年3月20日（土） 14：00～15：30
世界が注目する日本食とフードトレンド最前線

講 師 福島香織（本学キャリアデザイン学科専任講師）対 象 一般
定 員 50人

場 所 造形室

場 所 B12（予定）

（地域連携センター）

＊「SANBIKAワークショップ2026」「公開講座2026」
お問い合わせ先・お申し込み方法
新島学園短期大学地域連携センター
【メール】chiiki-renkei@mail.neesima.ac.jp
【FAX】027-324-1444  【お申し込みフォーム】➡

2026年12月5日（土） 10：00～15：00
今年の襄祭は、この日に開催を予定しています。当日は、学生の発表や
盛りだくさんの模擬店が出店します。卒業生の皆さん、ぜひ母校にお出
かけになり、懐かしさと温かいひとときを心行くまでお過ごしください。
詳細は本学HPに掲載予定です。 （学生委員長　草間吉夫 教授）

Ⅲ.襄祭
（コミュニティ子ども学科　鈴木まゆみ 教授）

Ⅱ.チャイルド広場
コミュニティ子ども学科では、豊かな子育て支援を目指し、2026年度
後期の「チャイルド広場」を実施いたします。
2026年11月26日（木）
「たこさんとあそぼう
タオル人形を作って遊ぼう!」 
●本学非常勤講師　田子智代

2026年12月17日（木）
「楽しいクリスマス会」 
●本学教授　鈴木まゆみ

2027年1月14日（木）
「親子で体巡りヨガ」 ●ヨガ教室Hram　竹村浩子
2027年2月2日（火）
親子で作る「思い出の絵本」 ●本学教授　鈴木まゆみ

＊お問い合わせ・申し込み（事前予約制）
平日9：00～17：15　新島学園短期大学進路支援課
【TEL】027-326-6161（直通）
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2026年2026年2026年

12月5日開催12月5日開催12月5日開催土土土

ウニクス

コンビニ

バス停

新島短大
グラウンド
新島短大
グラウンド

北高崎駅

文化会館

GS

Ⓟ

開催場所はこちら!

新島学園短期大学 高崎市昭和町 53

新島学園短期大学

子どもから大人まで楽しめる!
～ コップ生け花のワークショップ ～

子どもから大人まで楽しめる!
～ コップ生け花のワークショップ ～

襄祭イベント
同窓会企画のお知らせ
襄祭イベント
同窓会企画のお知らせ

新島学園短期大学同窓会事務局  TEL.027（326）1155
mail hanamizuki@ns.niitan.jp

お問い合わせ

詳しい情報は
コチラから https://www.facebook.com/hanamizuki.niitan

facebook《花みずき～新島学園短期大学同窓会～》

※件名には「12月5日コップ生け花のワークショップ
　問い合わせ」とお願いします。

2026年12月5日（土）日　程

11時～12時時　間

新島学園短期大学  本館3階場　所

500円参 加 料

はさみ持 ち 物

峰  美春（みね びしゅん）さん講　師

25名（定員になり次第締め切り）募集人数

【必要事項】 ①参加希望企画名 ②参加者氏名（ふりがな） ③住所（郵便番号含む）④緊急連絡先
⑤メールアドレス（PC、携帯：※@ns.niitan.jpをドメイン指定から外してください。）

上記メールアドレスまたは、右記QRコードにて必要事項をご入力のうえご送信ください。

mail hanamizuki@ns.niitan.jpメール

◎参加申し込みはメールかホームページにて必要事項をご連絡ください。

ホームページからも申し込みいただけます。イベント情報も発信しています。
ホームページのイベントフォームよりお申し込みください。後日、ご案内ハガキを発送いたします。

https://hanamizukifamily.netホームページ

参加申し込みの
締切は

11月27日金
13時まで

講師プロフィール
峰 美春〈みね びしゅん〉
前橋市在住
草月流生け花師範
コップ生け花提案者
現在、群馬県内のデイサービスや療育にて活動中。
★メッセージ★
自然の草花の命を感じ、心を整えるひとときを大切
にしています。子どもからお年寄りまで、誰でも気軽
に楽しめる「コップ生け花」のワークショップで、自由
でやさしい生け花の時間をお届けします。


